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Sentinel-Asiaの概要

APRSAFが先導するボランティア・イニシアチブで、アジア太平洋域の災害管理に資
するため、災害関連情報を共有する活動

＜共有手段＞
Digital Asia（慶応大学）が提供するインターネット上でのWeb-GIS（地理情報システム）を
用いる。（これにより、地図データなどとの重ね合せによる付加価値のついた衛星画像をイ
ンターネット上に公開）

＜災害関連情報＞
災害が発生した地域に関する以下のデータ
・災害情報：ADRC（アジア防災センター）提供
・地図データ：百万分の一のアジア全域地図をDigital Asiaで具備
・衛星画像（災害発生前後）：特に発生直後、迅速な提供が求められている
・デジカメ画像：現地調査隊などから提供
・社会・経済データ：国勢調査による人口データなど
・森林火災、洪水モニターのための広域データ（MODISなど）

＜活動内容＞
・災害が発生した場合、その地域についてのデータ提供
特に、ALOSは大きな災害について観測要求を受付ける

・森林火災、洪水の定常的なモニター
・能力養成
・共同プロジェクトチーム（JPT)により活動内容を議論

＜補足説明資料＞
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共同プロジェクトチーム（JPT）
18ヶ国44機関及び7国際機関がメンバー

（2006年7月現在）

*アジア太平洋地域宇宙機関会議

**アジア防災センター

メンバー機関のベストエフォート・ボランティアイニシアチブ

センチネル・アジアの枠組み
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センチネル・アジアの全体フロー
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センチネル・アジア 災害管理支援システム トップページ
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災害情報一覧画面
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災害情報詳細画面
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衛星画像表示画面
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衛星画像表示画面 ： メラピ山＋等高線
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衛星画像表示画面 ： ジョグジャカルタ市街＋道路・鉄道
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現場写真表示画面


